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7.  キャッチ (1a)を引き抜き、高電圧電気接続部
(1b)を切り離す。

8.  スクリュ (3a)を緩め、アース・ケーブル (3b)
を脇によけておく。

9.  低温システム・クーラント・スリーブのクイッ
ク・カップリングを切り離す。

注意 :

シールに損傷を与えたり、密閉性を損なう可能性
のある汚れの侵入を防ぐために、接続を外した電
気接続部には専用装置に付属の保護キャップを取
り付ける。
液体を高電圧構成部品の電気接続部に接触させな
いこと。導電性パスが生じ、絶縁が失われる原因
になる。
そのような物質を除去することは困難であり、汚
染された高電圧構成部品の交換が必要になる。

工具 名称 機能

2035100083 ガード・キット 電気接続部ガード

10.  ナット (1a)を緩め、コネクタ (1b)をバッテリ
のエキスパンション・バルブ (1c)から切り離す。

警告 :

適切なプラグを使用して、切り離した結合部を
シールし、システムに湿気や不純物が侵入するの
を防ぐ。

11.  バッテリのエキスパンション・バルブ用パイ
プのガスケットを取り外す。

注意 :

再取り付け時に同じガスケットを再使用しない
こと。
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12.  クーラント・パイプ (1c)のサポート・ブラケッ
ト (1b)の固定スクリュ (1a)を緩める。

注意 :

バッテリのエキスパンション・バルブからクー
ラント・パイプを外すには、スクリュを取り外
す必要がある。

13.  バッテリの後部で作業し、低温クーラント・パ
イプ (1b)のクイック・カップリング (1a)を外す。

注意 :

シールに損傷を与えたり、密閉性を損なう可能
性のある汚れの侵入を防ぐために、接続を外し
たクーラント・パイプには、専用装置に付属の
保護キャップを取り付ける。

14.  装置 (1a)を適切な油圧リフト (1b)に取り付け、
図に示す位置に支持パッドを位置決めして、高
電圧バッテリを支える。

工具 名称 機能

2070200080 ユニバーサル・クレードル・バッテリ 高電圧バッテリの脱着
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15.  リヤに指示パッド (1)を配置する。

16.  リヤ中央部の支持パッド (1)を配置する。

17.  フロント中央部の支持パッド (1)を配置する。

18.  フロントの支持パッド (1)を配置する。
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19.  高電圧バッテリの側部固定スクリュを緩める。

警告 :

ボディのナットが損傷しないように、電動スク
リュドライバは使用しないこと。

20.  高電圧バッテリの右リヤ固定スクリュを外す。

警告 :

ボディのナットが損傷しないように、電動スク
リュドライバは使用しないこと。
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21.  高電圧バッテリの左リヤ固定スクリュを外す。

警告 :

ボディのナットが損傷しないように、電動スク
リュドライバは使用しないこと。

22.  油圧リフトを下げて、高電圧バッテリを取り
外す。

警告 :

適切な標識のある柵で囲まれ、許可されていない
ものが立ち入ることのできない区域に高電圧バッ
テリを置く。

23.  作業中は、適切なロッキング・ピンを使用し
て高電圧バッテリを支持装置に固定する。
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警告 :

高電圧バッテリは、非作動状態での最高連続温度 66° Cに耐えるように設計されている。
高電圧バッテリを高温にさらすと、セルが過熱状態になり、火災や有毒ガスの発生につながるおそれがあ
る。
66° Cを超える温度にはさらさないこと。
-46° C未満の温度にはさらさないこと。
熱源や裸火にさらさないこと。

警告 :

高電圧バッテリを取り扱う際には、以下の注意事項を遵守する。
・ 高電圧の端子には触れないこと。
・ 取り扱いには、必ず 4点のリフティング・ポイントを使用する。
・ 高電圧バッテリは水平に保つこと。
・ バッテリは、清潔で乾燥した環境で保管する。
・ 温度 10～ 30° C (50～ 86° F)、相対湿度 30～ 70％の環境で保管する。
・ 常に電気的に絶縁された面の上に保管する。
・ 他の物体から 50 cm (20インチ )以上離して保管する。
・  液体、高温の周囲温度、強い磁場、電気、発熱する可能性のある構成部品 (変圧器など )がある環境で
は保管しないこと。

警告 :

高電圧バッテリの高電圧電気接続部に液体を接触させないこと。導電性パスが生じ、絶縁が失われる原因
になる。
そのような物質を除去することは困難であり、構成部品の交換が必要になる。

注意 :

・  インバータ・モジュール、および高電圧バッテリに接続されたパイプからすべてのクーラントを慎
重に取り除く必要がある。取り外しのときに付けた保護キャップを取り外し、圧縮エアを使用して
残留クーラントを除去し、適切な容器に回収する。配管を損傷させないように、圧縮エアの圧力は 1 
bar (100 kPa - 15 psi) 未満にする。

・  低温クーラント・システムの接続部、エキスパンション・バルブ、および電気コネクタはすべて、
適切な装置を使用して、指示手順に従って密封する必要がある。
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平パレットへの固定
1.  下図に示す通り、車両から取り外したバッテリにバッテリ吊り上げストラップを取り付ける。

2.  下図のように、出荷用平パレットにバッテリを配置する。

　　

ダンボールを挟んで切れを防止

ダンボールを挟んで切れを防止

PPバンド2本で平パレットへ固定

『取扱注意書』を貼付

3.  回収日時確定後、引取依頼システムから『取扱注意書』を印刷して、バッテリ上面に貼付する。

注意 :

・ 平パレットは解体事業者にて用意する。
・ 解体事業者にてフォークリフト等で運搬車に載せ、車上渡しとする。
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問い合わせ先

取り外し作業に関する問い合わせ先
Stellantisジャパン株式会社　Alfa Contact︓0120-779-159

受付時間︓9:00 ～ 21:00　年中無休
https://www.alfaromeo-jp.com/recycle

高電圧バッテリ・パックの回収依頼先

＜ LiB回収受付窓口＞
取り外したリチウムイオンバッテリーは、自動車再資源化協力機構（自再協）の引
取依頼システムより回収を依頼してください。
⇒リチウムイオンバッテリー（LiB）引取依頼システム（https://www.lib-jarp.org/）

＜ LiB回収、引き取り依頼についての事務的な問合わせ先＞
自動車再資源化協力機構（自再協）
0570-000-994 【平日 9:00～ 17:00（年末年始及び土日祝祭日を除く）】


